
配偶者等からの暴力の被害に関するアンケート調査 

報告書（概要版） 
 

 

 

 

１ 調査の目的：この調査は、配偶者等からの暴力被害者の実態について調査し、今後の施策を検

討するための基礎資料を得ることを目的として実施した。 

２ 調査の方法 

調査地域 広島市及び近郊 

調査対象者 
及び 

標本抽出方法 

広島市内及び近郊に在住（過去に広島市内に在住し、ＤＶのため、市外に

逃避した者を含む）の配偶者又は交際相手から暴力を受けた者で現在自立

している者、自立に向けて生活している者のうち、当該調査への協力を承

諾した者 

調査方法 郵送配布・郵送回収・無記名方式 

調査期間 令和元年 12月 12日（木）から令和２年１月17日（金）まで 

 

３ 回収数：32票 

４ 調査結果の見方 

（１）本文及び図中に示した調査結果の数値は百分比（％）で示してある。これらの数値は小数点

以下第２位を四捨五入しているため、全項目の回答比率の合計が100.0％とならない場合

がある。 

（２）複数の回答を求めた質問では、回答比率の合計が100.0％を超えることがある。 

（３）報告書中の図表ではコンピューター入力の都合上、回答選択肢の表現を短縮している場合 

がある。 

（４）選択肢の中から回答可能数（「○印は１つ」等）を超えている場合は、「無回答」として集計 

した。 
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（１）性別 （２）年齢             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）子どもの有無 （３）-２ 子どもの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）就労先の数 （５）就労形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅰ 調査結果の概要 

 
回答者の属性 

 

※第１子～第５子を合わせて集計しているため、全体数は 

回答者の総数と一致しない。 
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結婚又は同せい後、妊娠中 結婚又は同せい後、出産した後

その他 該当なし 無回答

毎日又は２日に１回程度 週に１から２回程度 月に１から２回程度

年に数回程度 過去に１回のみ なかった 無回答

受けたことのある

暴力の種類の数
総数 １種類 ２種類 ３種類 ４種類

人数（人） 32人 ２人 ５人 ９人 16人

構成比（％） 100% 6.3% 15.6% 28.1% 50.0%

 

 

 

１ 配偶者又は交際相手からの暴力の被害経験について 

（１）配偶者（交際相手）からの暴力を最初に受けた時期 

配偶者からでは、「結婚又は同せい後、出産した後」との回答が18.8％で最も高く、次いで「結

婚又は同せい後、妊娠前」（12.5％）などの順となっている。交際相手からでは、「交際中」との回

答が43.8％と最も高くなっている。 

（２）配偶者（交際相手）からこれまで受けた暴力の回数 

「毎日又は２日に１回程度」との回答は「精神的暴力」で約６割、「経済的暴力」で４割台半ばと

高くなっている。 

（３）受けたことのある暴力の種類の数 

身体的暴力、精神的暴力、性的暴力、経済的暴力のすべての暴力を受けた「４種類」が 16人と

最も多く、次いで、「３種類」が９人、「２種類」が５人、「１種類」が２人となっており、大半の人

が複数の種類の暴力を受けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【暴力を最初に受けた時期】 

 

【これまで受けた暴力の回数】 

 

Ｑ.あなたが、配偶者（交際相手）から暴力を最初に受けた時 

期は､いつですか。暴力をふるった相手との関係ごとに 

お答えください。（ｎ＝全員） 

 

Ｑ.あなたが、これまでに配偶者（交際相手）から受けたこと 

のある暴力の回数について、暴力の形態ごとにお答えくだ 

さい。（ｎ＝全員） 

 

Ⅱ 調査結果 

※各種暴力が「あった」人の数を集計 

【受けたことのある暴力の種類の数】 
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２ 相談窓口について 

◆配偶者（交際相手）からの暴力について 

（１）配偶者（交際相手）からの暴力に関する相談先 

「広島市配偶者暴力相談支援センターに相談した」との回答が 34.4％と最も高く、次いで「警

察に連絡・通報し、ＤＶの担当に相談した」（31.3％）、「友人・知人に相談した」（25.0％）など

の順となっている。 

（２）配偶者（交際相手）からの暴力をどこ（だれ）にも相談しなかった理由 

半数が「どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかったから」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆広島市配偶者暴力相談支援センターについて 

（１）相談内容 

「避難の方法について」との回答が 45.5％と最も高く、次いで「身の安全を確保する方法につ

いて」、「離婚の方法や、親権など法律的なことについて」（ともに36.4％）などの順となっている。 

（２）支援や助言で役立ったこと 

「話を聞いてもらえたこと」との回答が 54.5％と最も高く、次いで「一時保護についての情報

提供、又は実際に一時保護されたこと」（36.4％）などの順となっている。 

（３）広島市配偶者暴力相談支援センターを知ったきっかけ 

「区役所の窓口」との回答が45.5％と最も高く、次いで「女性トイレにあるカード」（36.4％）、

「インターネット」（18.2％）などの順となっている。  

【暴力に関する相談先（上位８項目）】 

 

Ｑ. あなたはこれまでに、配偶者（交際相手）から受けた暴力 

について、誰かに打ち明けたり、相談したことがあります

か。（ｎ＝全員） 

 

Ｑ. あなたが、どこ（だれ）にも相談しなかったのは、なぜで
すか。（ｎ＝どこ（だれ）にも相談しなかった人） 

【どこ（だれ）にも相談しなかった理由 

（回答があったもののみ）】 
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◆広島県西部こども家庭センターや警察について 

（１）相談内容 

「身の安全を確保する方法について」との回答が 58.3％と最も高く、次いで「避難の方法につ

いて」（50.0％）、「保護命令について」、「避難後の住居について」（ともに 33.3％）などの順とな

っている。 

（２）支援や助言で役立ったこと 

「話を聞いてもらえたこと」との回答が 41.7％と最も高く、次いで「一時保護についての情報

提供、又は実際に一時保護されたこと」、「保護命令についての情報提供、又は申し立ての書類作成

補助」（ともに33.3％）などの順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

【相談内容（上位６項目）】 

 

Ｑ. あなたは、広島市配偶者暴力相談支援センターへどのよう
なことについて、相談しましたか。 

（ｎ＝広島市配偶者暴力相談支援センターへ相談した人） 

【支援や助言で役立ったこと（上位７項目）】 

 

Ｑ. あなたは、どのような支援や助言が役に立ちましたか。 

（ｎ＝広島市配偶者暴力相談支援センターへ相談した人） 

【相談内容（上位４項目）】 

 

Ｑ. あなたは、広島県西部こども家庭センターや警察へどのよ
うなことについて、相談しましたか。 

（ｎ＝広島県西部こども家庭センターや警察へ相談した人） 

【支援や助言で役立ったこと（上位４項目）】 

 

Ｑ. あなたは、どのような支援や助言が役に立ちましたか。 

（ｎ＝広島県西部こども家庭センターや警察へ相談した人） 

【広島市配偶者暴力相談支援センターを知ったきっかけ（上位３項目）】 

 

Ｑ. あなたは、広島市配偶者暴力相談支援センターを何で知りましたか。（ｎ＝広島市配偶者暴力相談支援センターへ相談した人） 
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３ 一時保護について 

（１）一時保護施設の認知度 

「知っている」との回答が65.6％、「知らない」との回答が21.9％となっている。 

（２）一時保護施設の利用状況 

『利用したことがある』（「現在、利用している」と「過去に利用したことがある」を合わせた割

合）との回答が61.9％、「利用したことはない」との回答が38.1％となっている。 

（３）施設退所後の生活状況 

「母子生活支援施設（母子寮）に入所した」との回答が 54.5％と最も高く、次いで「民間賃貸

住宅（民間アパートなど）に入居した」（18.2％）などの順となっている。また、「公的賃貸住宅（公

営住宅など）に入居した」、「民間シェルターやその関連施設に入所した」、「実家、親せき、別居の

子ども宅に身を寄せた」、「配偶者（交際相手）のもとへ戻った」との回答はなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【一時保護施設の認知度】 

 

【一時保護施設の利用状況】 

 

Ｑ. あなたは、被害者の安全を確保するための一時保護施設を
知っていますか。（ｎ＝全員） 

 

Ｑ. あなたはこれまでに配偶者（交際相手）の暴力から避難す
るために、一時保護施設を利用したことがありますか。 

（ｎ＝一時保護施設を知っていると答えた人） 

 

Ｑ. あなたは施設を出た後、どうしましたか。（ｎ＝一時保護施設を過去に利用したことがある人） 

【施設退所後の生活状況】 

 

『利用したことがある』 
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４ 保護命令について 

（１）保護命令制度の認知度 

「知っている」との回答が65.6％、「知らない」との回答が28.1％となっている。 

（２）保護命令の申し立ての有無 

「申し立てていない」との回答が 47.6％と最も高く、次いで「過去に申し立てを行い、発令さ

れたことがある」（33.3％）、「申し立てを行い、現在、発令されている」（14.3％）などの順とな

っている。また、「申し立てを行い、現在裁判所で審理中である」、「申し立てを取り下げた」との回

答はなかった。 

（３）保護命令を申し立てていない理由 

「保護命令の制度を知らなかったから」、「精神的に余裕がなかったから」、「効果がどれくらいあ

るのかわからなかったから」、「申し立てる必要がなかったから」との回答がいずれも 20.0％と高

くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【保護命令制度の認知度】 

 

Ｑ. あなたは、裁判所に対して、保護命令の申し立てをしまし
たか。（ｎ＝保護命令制度を知っていると答えた人） 

 

Ｑ. あなたは、保護命令制度について知っていますか。 

（ｎ＝全員）      

【保護命令の申し立ての有無】 

 

Ｑ. あなたが、保護命令を申し立てていないのは、なぜですか。（ｎ＝保護命令を申し立てていない人） 

【保護命令を申し立てていない理由（回答があったもののみ）】 
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５ 現在の状況について 

（１）配偶者（交際相手）との現在の関係 

「離れて生活している」との回答が９割を超え最も高くなっている。また、「離れて生活している

が、会ったり連絡を取ったりしている」、「同居している」との回答はなかった。 

（２）配偶者（交際相手）から追跡された経験の有無 

『追跡された経験がある』（「１回ある」と「２～５回ある」と「６～10 回以上ある」を合わせ

た割合）との回答が 41.3％、「ない」との回答が55.2％となっている。追跡された経験がある人

の中では、「２～５回ある」との回答が17.2％と最も高くなっている。 

（３）現在の生活費の状況 

「就労による収入」との回答が82.8％と最も高く、次いで「児童扶養手当」（27.6％）、「生活保

護」（17.2％）などの順となっている。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【配偶者（交際相手）との現在の関係】 

 

Ｑ. あなたと配偶者（交際相手）との現在の関係について、 

おたずねします。（ｎ＝全員） 

 
【配偶者（交際相手）から追跡された経験の有無】 

 

Ｑ. 配偶者（交際相手）から追跡された経験がありますか。 

（ｎ＝現在配偶者（交際相手）と離れて生活している人） 

『追跡された経験がある』 

Ｑ. あなたは、現在、生活費はどのようにまかなっていますか。（ｎ＝現在配偶者（交際相手）と離れて生活している人） 

 

【現在の生活費の状況】 
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月に５～10万円未満 月に10～15万円未満 月に15～20万円未満

月に20万円以上 無回答

10.3 27.6 

0.0 

37.9 17.2 

3.4 

3.4 

0.0 0.0 0.0 

全体
(n=29)

(%)
0 20 40 60 80 100

持ち家 民間賃貸住宅（民間アパートなど）

母子生活支援施設（母子寮） 婦人保護施設

民間シェルター 実家、子ども宅、親族宅

0.0 

24.1 31.0 34.5 6.9 3.4 
全体

(n=29)

(%)
0 20 40 60 80 100

 

（４）現在の収入 

「月に 15～20 万円未満」との回答が 34.5％と最も高く、次いで「月に 10～15 万円未満」

（31.0％）、「月に５～10万円未満」（24.1％）などの順となっている。また、「月に５万円未満」

との回答はなかった。 

（５）現在の住まい 

「母子生活支援施設（母子寮）」との回答が37.9％と最も高く、次いで「民間賃貸住宅（民間ア

パートなど）」（27.6％）、「婦人保護施設」（17.2％）などの順となっている。また、「公的賃貸住

宅（公営住宅など）」、「友人、知人宅」、「その他」との回答はなかった。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（６）支援の利用状況 

「利用した」との回答は「ハローワーク等での職業紹介や相談」、「弁護士への法律相談」で５割

台半ば、「公的施設（母子生活支援施設など）への入所」、「児童扶養手当の受給」で４割台半ばと高

くなっている。また、「制度があれば、あるいは制度を知っていれば利用したかった」との回答は

「自助グループ、サポートグループなどでの精神的な支援や情報交換」で約３割、「民間賃貸住宅

（民間アパートなど）の紹介」、「配偶者暴力相談支援センター、女性相談員等による情報提供や助

言」で約２割と他の項目に比べ高くなっている。 

  

Ｑ. あなたの現在の収入についておたずねします。 

※収入には、就労による収入、生活保護費、児童扶養手当、

年金、子の父から送られる養育費、実家・親等からの援助

が含まれます。 

（ｎ＝現在配偶者（交際相手）と離れて生活している人） 

 

【現在の収入】 

 

Ｑ. あなたの現在のお住まいについておたずねします。 

（ｎ＝現在配偶者（交際相手）と離れて生活している人） 

 

【現在の住まい】 
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利用した 利用を申し込んだが、実現しなかった

利用する必要はなかった 制度があれば、あるいは制度を

知っていれば利用したかった
無回答

43.8 

3.1 

53.1 

6.3 

15.6 

3.1 

3.1 

25.0 

43.8 

34.4 

37.5 

31.3 

12.5 

28.1 

9.4 

53.1 

34.4 

31.3 

31.3 

3.1 

15.6 

3.1 

40.6 

3.1 

9.4 

3.1 

3.1 

3.1 

3.1 

3.1 

3.1 

3.1 

34.4 

37.5 

40.6 

50.0 

21.9 

53.1 

56.3 

56.3 

43.8 

46.9 

40.6 

40.6 

21.9 

34.4 

46.9 

50.0 

50.0 

25.0 

31.3 

28.1 

28.1 

59.4 

46.9 

40.6 

15.6 

12.5 

21.9 

15.6 

12.5 

6.3 

6.3 

6.3 

9.4 

15.6 

3.1 

6.3 

12.5 

9.4 

6.3 

9.4 

6.3 

9.4 

15.6 

9.4 

12.5 

28.1 

21.9 

9.4 

34.4 

34.4 

34.4 

18.8 

31.3 

21.9 

31.3 

34.4 

21.9 

15.6 

25.0 

31.3 

21.9 

31.3 

21.9 

31.3 

12.5 

25.0 

31.3 

25.0 

28.1 

25.0 

28.1 

21.9 

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=32)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住
宅
確
保
に
関
す
る
支
援 

就
労
に
関
す
る
支
援 

経
済
的
な
支
援 

手
続
に 

関
す
る
支
援 

健
康
に 

関
す
る
支
援 

Ｑ. これまでに、あなたが利用した支援には何がありますか。ＡからＹのそれぞれについて、お答えください。（ｎ＝全員） 

 
【支援の利用状況】 

Ａ.公的施設（母子生活支援施設など）への入所 

Ｂ.民間賃貸住宅（民間アパートなど）の紹介    

Ｃ.公的賃貸住宅（公営住宅など）の紹介   

Ｄ.民間賃貸住宅の契約時の身元保証 

Ｅ.ハローワーク等での職業紹介や相談 

Ｆ.パソコン操作等の職業訓練 

Ｇ.母子家庭等就業・自立支援センターにおける 
就業支援サービス（就業相談や講習会など） 

Ｈ.就職する際の身元保証 

Ｉ.当座の生活資金（引越にかかる費用など）の貸付 

Ｊ.生活保護の受給 

Ｋ.児童扶養手当の受給 
 

Ｌ.国民健康保険等への新たな加入 

Ｍ.住民基本台帳の閲覧等の制限 
 

Ｎ.心理カウンセラー等によるカウンセリング 

Ｏ.診療代やカウンセリング費用の補助、立替え   

Ｐ.子どもの学校や保育所に関する支援 

Ｑ.児童相談所等での子どもへのカウンセリング 

Ｒ.弁護士への法律相談 

Ｓ.裁判費用や弁護士費用等の補助、立替え 

Ｔ.保護命令申立書等の作成支援 

Ｕ.警察による防犯指導等 

Ｖ.相手が子どもと面会する際の立会い 

Ｗ.相手の家に荷物を取りに行く際の同行 

Ｘ.自助グループ、サポートグループなどでの 
精神的な支援や情報交換 

Ｙ.配偶者暴力相談支援センター、女性 
相談員等による情報提供や助言 

子
ど
も
に 

関
す
る
支
援 

離
婚
・
裁
判
・ 

調
停
に
関
す
る 

支
援 

相
手
と
の
対
応
に 

関
す
る
支
援 

そ
の
他
の
支
援 
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3.1 
3.1 

0.0 

81.3 

3.1 

9.4 
全体

(n=32)

(%)
0 20 40 60 80 100

元の生活に戻って生活していくことを
心から望んでいる

身体的な暴力さえ無くなれば、
元の生活に戻ることを望む

元の生活に戻ることは、
全く考えられない

その他 無回答

78.1 

50.0 

50.0 

43.8 

0 20 40 60 80 100

ＤＶが暴力であることの意識の啓発をし、
暴力の発生を未然に防ぐことを

強化してほしい

警察との連携を強化してほしい

刑事罰をきびしくして、
抑止力を高めてほしい

加害者の更生プログラムの受講を
必須とし、更生することを

強化してほしい

(%)
(n=32)

 

（７）暴力がなくなった場合の生活 

「元の生活に戻ることは、全く考えられない」との回答が 81.3％と８割を超え、最も高くなっ

ている。また、「子どもの将来のことを考えると、元の生活に戻ることが望ましい」との回答はなか

った。 

（８）加害者に対する啓発や更生について行政に望むこと 

「ＤＶが暴力であることの意識の啓発をし、暴力の発生を未然に防ぐことを強化してほしい」と

の回答が78.1％と最も高く、次いで「警察との連携を強化してほしい」、「刑事罰をきびしくして、

抑止力を高めてほしい」（ともに50.0％）、「加害者の更生プログラムの受講を必須とし、更生する

ことを強化してほしい」（43.8％）などの順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 子どもについて 

（１）配偶者（交際相手）からの子どもの前での暴力の有無 

「あった」との回答が48.3％、「なかった」との回答が31.0％となっている。 

 

《子どもの目の前で配偶者（交際相手）からの暴力の内容》 

●身体的暴力（９件） 

   殴る、蹴る、服に火をつける、全身あざだらけになるくらいの暴力、首を絞め投げ飛ばす、足で

顔面を蹴られたなど。 

●精神的暴力（９件） 

大声で怒鳴る、無視、「死ね」、「殺す」などの暴言、子どもにも「犬以下」「他人」などの暴言、

孫の目の前で怒鳴り散らし、孫へも無視をしたりするなど。 

  

【暴力がなくなった場合の生活】 

 

【加害者に対する啓発や更生について行政に望むこと】 

 

Ｑ．あなたは、もし配偶者（交際相手）からの暴力がなくな

った場合、元の生活に戻りたいですか。（ｎ＝全員） 

 

Ｑ．あなたは、配偶者（交際相手）に対する啓発や更生につ

いて行政にどのようなことを望みますか。（ｎ＝全員） 
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48.3 31.0 20.7 
全体

(n=29)

(%)
0 20 40 60 80 100

37.9 

17.2 

17.2 

17.2 

13.8 

3.4 

0 10 20 30 40

人の顔色をうかがうようになった

以前に比べて元気がなくなり、
口数が減った

暴力的になった

引きこもりがみられるようになった

わがままを言わなくなるなど、
遠慮するようになった

急に甘えるようになり、
赤ちゃんがえりをした

(%)
(n=29)

あった なかった 無回答

44.8 

31.0 

24.1 

24.1 

0 10 20 30 40 50

精神的暴力があった

身体的暴力があった

ネグレクト（養育の怠慢
・拒否）があった

暴力はなかった

(%)
(n=29)

20.7 

17.2 

31.0 

0 10 20 30 40

児童相談所に相談をした

保育園・幼稚園・学校に
相談をした

相談していない

(%)
(n=29)

 

（２）子どもへの影響 

「人の顔色をうかがうようになった」との回答が 37.9％と最も高く、次いで「以前に比べて元

気がなくなり、口数が減った」、「暴力的になった」、「引きこもりがみられるようになった」（いずれ

も 17.2％）、「わがままを言わなくなるなど、遠慮するようになった」（13.8％）などの順となっ

ている。 

（３）子どもへの心理的な虐待に関する相談の有無 

「児童相談所に相談をした」との回答が20.7％、「保育園・幼稚園・学校に相談をした」との回

答が17.2％となっている。また、「相談していない」との回答は31.0％となっている。 

（４）配偶者（交際相手）から子どもへの暴力の有無 

「精神的暴力があった」との回答が44.8％と最も高く、次いで「身体的暴力があった」（31.0％）、

「ネグレクト（養育の怠慢・拒否）があった」、「暴力はなかった」（ともに24.1％）などの順とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

Ｑ．お子さんの目の前で、配偶者（交際相手）からあなたへ

の暴力がありましたか。（ｎ＝子どもがいる人） 

 

Ｑ. お子さんの状況について、どのような影響がみられました
か。（ｎ＝子どもがいる人） 

 

 
【子どもの前での暴力の有無】 

 

【子どもへの影響】 

 

Ｑ. お子さんへの心理的な虐待について、児童相談所や学校に 

相談をされたことはありますか。（ｎ＝子どもがいる人） 

 

 【配偶者（交際相手）から子どもへの暴力の有無】 

 

Ｑ. 配偶者（交際相手）から、お子さんへ暴力はありましたか。 

（ｎ＝子どもがいる人） 

 

 【子どもへの心理的な虐待に関する相談の有無】 

 


